
（様式－１ 表紙） 

 

 

 

 

２ 調査主体 ： 橋本市 

 

 

３ 調査圏域 ： 橋本市管内 

 

 

４ 調査期間 ： 平成２６年度～平成２７年度 

 

 

５ 調査概要 ：   

 本事業は、都市計画決定以降、長期間にわたり未着手となっている都市計画

道路を対象として、橋本市のあるべき将来像の実現に向けた効率的・効果的な

まちづくりを実現するため、「和歌山県都市計画道路 見直し方針 改訂版」に

基づき、都市計画道路の見直しを実施するものである。 

平成 26年度は必要性を検証するため、交通量調査を実施し、都市計画道路整

備における問題点・課題点を整理し、見直し対象路線については、路線毎にカ

ルテ形式で整理し、継続・変更・廃止の方向性を検討した。 

 

  

１ 調査名称 ： 橋本市総合都市交通体系調査 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名  和歌山県内道路網調査業務 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

    第 1回検討委員会 

 

    第 2回検討委員会 

 

    交通量調査結果 

 

    打合せ記録簿 

 

  



（様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等  

 

  橋本都市計画道路見直し検討委員会 

組  織 所  属 

会長 副市長 

委員 理事 

委員 企画部長 

委員 総務部長 

委員 市民生活部長 

委員 健康福祉部長 

委員 経済部長 

委員 建設部長 

委員 上下水道部長 

委員 教育次長 

委員 消防長 

事務局 建設部まちづくり課 

 

 

  

橋本都市計画道路見直し検討委員会 

橋本市建設部まちづくり課 

（受託者）玉野総合コンサルタント株式会社 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的  

橋本市の都市計画道路は、平成 25年 3月 31日現在、34路線、計画延長 73.32

ｋｍのうち、改良済延長は 28.40ｋｍと改良率は 38.7％と低い状況である。 

また、橋本市の都市計画区域は、橋本都市計画区域及び高野口都市計画区域

と旧市町単位で指定しており、今後、2つの都市計画区域を併せた計画的な整備

が必要となっている。 

しかしながら、人口減少・少子高齢化の進展や、経済の停滞による財政状況

の逼迫など社会状況は、計画策定時より大きく変化しており、未着手路線等に

おいて都市計画道路による長期の建築制限がかけられているところもある。 

 このような状況から、「和歌山県都市計画道路 見直し方針」（平成 25年 3月）

の考え方に基づき、本市においても将来の都市像を踏まえつつ、効率的・効果

的なまちづくりを実現するため、都市計画道路の見直しを行うものである。 

 

 

  



（２）現状の整理  

①現況調査・分析 

②上位計画、関連計画の整理、把握 

（１）計画策定の背景と目的 

（３）都市計画道路の見直し方針案の検討及び作成 

（４）都市計画道路の存続、廃止の検討 

（５）都市計画道路の見直し案作成 

廃止 変更 存続 

カルテ・報告書として整理 

関係機関との協議 

都市計画の変更手続きへ 

③交通量調査の実施（11 月 18 日 7：00～19：00） 

①見直し検討対象路線の抽出 

②必要性の検証 

③代替案の検証 

④実現性の検証 

量的検証 

第第第第 1111 回検討委員会回検討委員会回検討委員会回検討委員会    

平成平成平成平成 22226666 年年年年 12121212 月月月月 24242424 日日日日    

第第第第 2222 回検討委員会回検討委員会回検討委員会回検討委員会    

平成平成平成平成 27272727年年年年3333月月月月上旬頃上旬頃上旬頃上旬頃    

第第第第 3333 回検討委員会回検討委員会回検討委員会回検討委員会    

平成平成平成平成 27272727年年年年6666月下旬頃月下旬頃月下旬頃月下旬頃    

県との調整 

県との調整 

④未着手路線の抽出 

県との調整 

第第第第 4444 回検討委員会回検討委員会回検討委員会回検討委員会    

平成平成平成平成 27272727年年年年 9999月下旬頃月下旬頃月下旬頃月下旬頃    

県との調整 

 ２ 調査フロー 

 

  

図 都市計画道路見直しのフロー 



 ３ 調査圏域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

（１）現況の把握 

 ①人口・世帯数の推移 

 人口は平成 12 年の 70,469 人をピークに減少傾向に転じている。一方で、世

帯数は増加し続けていることから、核家族化が進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②年齢別人口の推移 

 年齢構成別人口では、若年者数（15歳未満）の割合は減少し、高齢者数（65

歳以上）の割合は増加し、少子高齢化が進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【国立社会保障・人口問題研究所よ【国立社会保障・人口問題研究所よ【国立社会保障・人口問題研究所よ【国立社会保障・人口問題研究所よる人口推計る人口推計る人口推計る人口推計】】】】    

【国立社会保障・人口問題研究所よ【国立社会保障・人口問題研究所よ【国立社会保障・人口問題研究所よ【国立社会保障・人口問題研究所よる人口推計る人口推計る人口推計る人口推計】】】】    



 ③都市計画道路 

 平成25年3月31日時点における都市計画道路の整備状況は、改良率は約39％、

未整備率は約 16％である。整備が必要な路線については、最終都市計画決定時

期から 20年以上経過しているものが多く、長期にわたり整備が進められていな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

延長

(m)

幅員

(m)

車線

の数

都計決定年月日
（上段：当初年月日）

（下段：最終年月日）

1･3･1
京奈和自動車道

橋本道路
8,480 22 4

昭和61年10月25日

平成20年3月28日
0 8,480 0 0 国 0.0% 0.0%

3･5･1 神野々真土線 8,360 15 2
昭和27年5月15日

平成12年12月12日
1,095 0 6,540 725 国 13.1% 8.7%

3･3･2 橋本駅前線 120 23
昭和32年4月13日

平成6年11月22日
53 0 0 67 県 44.2% 55.8%

3･6･3 東家西御門線 540 11
昭和30年12月8日

昭和53年7月14日
540 0 0 0 市 100.0% 0.0%

3･5･4 長野橋本線 850 12
昭和32年4月13日

平成6年11月25日
241 0 0 609 市 28.4% 71.6%

3･5･5 駅前東線 242 12
昭和32年4月13日

昭和53年7月14日
242 0 0 0 市 100.0% 0.0%

3･6･6 市脇東家線 1,200 8
昭和32年4月13日

平成6年11月25日
0 0 0 1,200 市 0.0% 100.0%

3･6･7 古佐田原田線 690 8
昭和32年4月13日

平成6年11月25日
0 0 0 690 市 0.0% 100.0%

3･6･8 原田線 1,012 8
昭和32年4月13日

昭和53年7月14日
1,012 0 0 0 市 100.0% 0.0%

3･6･9 大森市脇線 1,000 8
昭和32年4月13日

平成元年4月21日
0 0 0 1,000 市 0.0% 100.0%

3･6･9 駅前寺脇線 380 12
昭和30年12月8日

平成6年11月25日
100 0 280 0 市 26.3% 0.0%

3･4･11 三石台垂井線 6,640 20 4
昭和53年7月4日

平成20年3月28日
6,640 0 0 0 県 100.0% 0.0%

3･5･12 古佐田橋本線 260 12
昭和60年4月4日

平成6年11月22日
256 0 0 4 県 98.5% 1.5%

3･5･13 東家慶賀野線 4,100 12
昭和61年10月25日

平成元年4月21日
190 0 3,860 50 県 4.6% 1.2%

3･5･14 橋本向副線 430 14 昭和61年10月25日 354 0 76 0 県 82.3% 0.0%

3･4･15 小峰台垂井線 5,730 16
平成4年11月27日

平成8年3月5日
2,764 0 0 2,966 県 48.2% 51.8%

3･3･16 橋本バイパス線 7,580 25 4
平成元年4月21日

平成20年3月28日
2,847 0 1,350 3,383 県 37.6% 44.6%

3･4･17 霜草南北線 1,660 16 平成4年11月27日 1,660 0 0 0 県 100.0% 0.0%

3･4･18 山内垂井線 1,600
  16

～20
平成8年3月5日 1,261 0 0 339 県 78.8% 21.2%

3･4･19 山内真土線 980 16 平成8年3月5日 980 0 0 0 県 100.0% 0.0%

3･5･20 上兵庫中島線 900 12 昭和61年10月25日 0 0 0 900 市 0.0% 100.0%

3･4･21 山内平野線 1,220 16 平成8年3月5日 0 0 0 1,220 県 0.0% 100.0%

3･4･25 吉原神野々線 1,450 16 2
昭和61年10月25日

平成12年12月12日
350 0 0 1,100 県 24.1% 75.9%

1･3･1
京奈和自動車道橋

本道路
2,820 22 4

昭和61年10月25日

平成20年3月28日
0 2,820 0 0 国 0.0% 0.0%

1･4･2
京奈和自動車道紀

北東道路
140 21 平成10年8月18日 0 140 0 0 国 0.0% 0.0%

3･5･1 大野伏原線 3,350 15
昭和28年4月11日

昭和61年10月25日
0 0 2,900 450 国 0.0% 13.4%

3･5･2 浦島伏原線 2,910 12
昭和37年9月27日

昭和61年10月25日
2,910 0 0 0 市 100.0% 0.0%

3･5･3 西之島伏原線 2,210 12
昭和18年6月1日

平成5年11月19日
0 0 0 2,210 市 0.0% 100.0%

3･5･6 大野下中線 1,200 12 2
昭和61年10月25日

平成20年10月1日
1,200 0 0 0 市 100.0% 0.0%

3･6･7 駅前向島線 1,519 11
昭和18年6月1日

昭和32年4月13日
1,519 0 0 0 市 100.0% 0.0%

3･5･8 伏原田原線 2,010 12 2
昭和61年10月25日

平成13年8月28日
987 200 0 823 市 49.1% 40.9%

3･5･9 名古曽線 403 12 昭和37年9月27日 0 0 0 403 市 0.0% 100.0%

3･6･10 名古曽九度山橋線 810 9
昭和29年6月30日

昭和61年1月11日
810 0 0 0 市 100.0% 0.0%

7･7･1 浦之段線 530 6 昭和56年12月8日 398 0 0 132 市 75.1% 24.9%

33 路線 73,326 28,409 11,640 15,006 18,271 38.7% 15.9%

未整備

延　長

(m)

整備中

延　長

(m)

決定 改良率 未整備率番号 路線名

都市計画決定
改良済

延　長

(m)

概成済

延　長

(m)

表 都市計画道路の整備状況 



（２）交通量調査 

 現状の交通量を把握するため、平成２２年道路交通センサス等の既存の交通

量調査が実施されていない見直し対象路線及び周辺の主要交差点において交通

量調査を６箇所で実施した。 

  

 

 

 

 

 

 

  

表 交通量調査結果（例） 



（３）問題点・課題の整理 

 ①成熟社会への対応 

 人口減少・将来交通量の減少が予想されている中、現在の都市計画道路は、

人口増加・市街地の拡大を前提として計画されている。 

社会情勢を踏まえ、未着手道路については、必要性を再検証し、公共事業投

資の効率化を図る等、成熟社会への対応が必要である。 

 

 ②地権者への建築制限 

 都市計画施設内の建築物の建築には、都市計画法第 53条により制限があるた

め、都市計画道路の長期未着手の状態が続くと、地権者は長期にわたり、建築

制限を強いられていることとなる。 

 

  



（４）見直し方針の整理 

 将来幹線道路網の見直しに際し、見直しの対象となる路線を設定するととも

に「都市計画道路見直しに関する検討方法について（和歌山県）」に基づき、評

価方法及び評価指標を整理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 都市計画道路見直しフロー 



（５）道路機能の評価 

 見直し対象路線について、その路線の機能等を都市レベル、又は地区レベル

で整理し、必要性・実現性など道路の評価を前述の見直し方針に基づき行い、

路線（区間）毎にカルテ方式で整理し、継続・変更・廃止の方向性を概ね定め

た。 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

①-1

①-2

①-3

①-4

①-5

②-1

②-2

③-1

③-2

③-3

④-1

④-2

④-3

④-4

⑤-1

⑤-2

⑥-1

⑥-2

⑦-1 バスルートになる路線となっているか。 【コミュニティバスのルートである】

必要性の検証結果 存続候補路線（変更又は廃止の可能性あり）

対象路線に代替する路線が存在しないか。 代替する路線は存在しない（現道は一部狭幅員箇所あり） ○

（７）その他検証

項目 内容 結果

（６）交通処理からの必要性の検証

項目 内容 結果

廃止に伴い周辺道路に深刻な渋滞を引き起こす可能性があるか。

緊急輸送道路に位置づけられているか。

防災拠点に直接アクセスしているか。

まちづくりにおける主要エリアへ直接アクセスしているか。

（５）都市防災機能からの必要性の検証

項目 内容 結果

主要な集客施設、観光施設へ直接アクセスしているか。

開発プロジェクトへ直接アクセスしているか。

（４）土地利用支援機能からの必要性の検証

項目 内容 結果

主要な公共施設へ直接アクセスしているか。

港湾、物流拠点へ直接アクセスしているか。

主要鉄道駅、空港へアクセスしているか。

（３）交通拠点アクセス機能からの必要性の検証

項目 内容 結果

インターチェンジへ直接アクセスしているか。

隣接市町との連絡路線となっているか。

（２）都市間連絡機能からの必要性の検証

項目 内容 結果

周辺主要都市間の連絡路線となっているか。

その他計画

土地区画整理事業等の開発プロジェクト

都市計画マスタープラン 【市内幹線道路としての位置づけがある】

都市計画区域マスタープラン

総合計画

項目 内容 結果

■必要性の検証

（１）上位・関連計画への位置づけからの必要性の検証



 

 


